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E-MIA工法は、目視や臭気などの感覚評価に依存せず、浮遊菌・ATP・水分活性（Aw）・温
度分布などの客観的データを用いて、汚染状況の把握から原因診断、施工、効果検証ま

でを一貫して行う「PDCA型・環境改善プログラム」です。 
 
本工法の最大の特徴は、単に「見えているカビを殺す」ことではなく、「なぜそこにカビが生

えたのか」という環境要因（湿気・熱欠損）から診断し、物理的除去を主軸としながら空間全

体をリセットする点にあります。 
世界保健機関（WHO）が提唱する『水分制御こそがカビ対策の根幹である』という考え方を
踏まえ、根本的な環境改善を目指します。 
弊社が提唱する「清掃は化学」という理念のもと、目に見えない微生物のリスクを数値化

し、確実な解決を図ります。 
 
 
 

【診断・可視化】 
  
STEP 1：空間環境の可視化（空中浮遊菌測定） 
 専用のエアーサンプラーを使用し、目に見えない空気中の浮遊カビ菌を捕集・測定しま
す。これを絶対的な健康基準とするのではなく、「現場の汚染状況の把握」および「施工前

後の改善効果を比較するための環境評価指標」として活用します。 
 
STEP 2：原因の多角的可視化（高精度リスク診断） 
 カビの直接的な証明だけでなく、カビが「発育しやすい環境」そのものを特定します。 

●​ 拭き取り検査・ATP検査： カビ菌の培養に加え、ATP検査を用いて表面に残存する
「有機物汚染の指標」として活用し、衛生状態を数値化します。 

●​ 材料水分・水分活性（Aw）測定： 単なる含水率ではなく、微生物が実際に繁殖に利
用できる自由水の割合「水分活性（Aw）」を測定。カビの再発リスクを評価するため
の重要な指標として活用します。 

●​ サーモグラフィー診断： 赤外線カメラを用いて建物の「熱欠損（断熱不良・熱橋箇
所）」を可視化。結露が発生しやすい部位を特定し、湿気供給源の根本原因を探る

ための重要な手がかりとします。 

 
【施工・改善】 

 
 STEP 3：徹底した清掃（物理的除去） 
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【主工程】 すべての除菌・防カビ処理のベースとなる最重要工程です。対象箇所の有機物
汚れやカビの集落を、まずは物理的にしっかりと清掃・除去します。 
 
STEP 4：最適薬剤による除菌（表面のリセット） 
 建材の材質や汚染状況を正確に見極め、AHP（加速化過酸化水素）、アルコール、次亜
塩素酸などから最適な薬剤を選定。建材を傷めることなく、表面の微生物汚染を確実に取

り除きます。 
 
STEP 5：オゾンによる空間除菌（空間の補助的リセット） 
 物理的除去と湿気原因是正を行った後の総仕上げとして、高濃度オゾン燻蒸による空間
処理を行います。「CT値（濃度×時間）」と「湿度」を厳密に管理し、「完全無人環境」での実
施を徹底します。 （※オゾンガスは多孔質材料の深部までは浸透しないため、本工程はあ
くまでSTEP3（物理的除去）で取り切れなかった空間の浮遊菌・表面付着菌に対する最終
仕上げとして位置づけています。） 
 
STEP 6：防カビコーティング（再発抑制の補助層）  
クリーンにリセットされた表面に、専用の防カビ剤を塗布します。これは環境改善の代替で

はなく、「原因是正後の再発を長期的に抑制するための強力な補助層」として機能します。 
 
 

【検証・報告】 
 
STEP 7：施工後検査（効果の客観的証明） 
 施工完了後、STEP 1・2と同様の測定（エアーサンプラー、拭き取り・ATP検査）を再度実
施します。施工前後の数値を比較し、データが裏付ける環境改善効果を実証します。 
 

●​ 【第三者検証オプション】 学校、病院、公共施設など高度な監査耐性が求められる
案件では、ご要望に応じて第三者機関による検証（利益相反を排除した客観的評

価）を組み込むことも可能です。 

 
STEP 8：完了報告書の提出  
すべての測定結果（数値比較）、サーモグラフィー画像、施工内容をまとめた詳細な報告書

を作成し、お客様へ提出いたします。「感覚的な清潔さ」ではなく、「客観的データに基づく

施工結果」をお渡しします。 
 

 
【※重要：施工に関する免責事項およびリスク管理】 
 E-MIA工法は、施工後のカビ再発や健康影響が一切発生しないことを永久的に保証する
ものではありません。建物の構造条件、居住者の使用環境、維持管理状況等によって再

発リスクは常に変動します。当工法では、国際的な建築衛生の考え方に基づき、再発リス

クを極限まで低減するための「原因診断・環境改善・効果検証」を重視し、誠実な施工を

行っています。 
 


